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あ
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ー
時
の
禍
に
し
て
、
'

士
風
，.の
維
特
は
万
世
の
要
.

な
り
。

此
を
典
し
て
彼
を
買 

数
年
前
の
こ
と
、
若
手
の
歴
史
学
者
た
■

ち
ど
の
座
談
舍
の
席
，で
、
論

吉

の

話

ふ
，
其
功
罪
相
償
.4

や
否
や
：：…

権
り
に
和
議
を
講
.じ
て
円
滑
に
事
を
纏
め
た

が
出
、
議
論
が

…
…

『

瘠
我
«

の
説』

.

の
こ
と
に
お
よ
ん
だ
時
、
歴
史
学
者
■た

ち

は
-

.

: 

.

.
'■
,.

し

『

諭
吉
の
限
界
で
あ
る』

：
.

と
言
っ
た
。

ぼ
く
に
は
そ
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
'

か
：っ
た
。

-
 

.『

論
吉
と
，い
.

う
人
は
.

そ
う
い
う
.

入
で
す
よ』

.

と
だ
け
言
っ
た
.

が
、
そ
の
人
た
ち
と
話
す
意
欲
を
急
速
に
失
っ
て
、
あ
と
は 

ロ
を
つ
ぐ
ん
だ
。：

前
に
觖
れ
た
よ
う
に
、
ぼ
く
に
は
論
吉
の
思
想
、
諭
吉
の
言
説
を
@

カ
.あ
ら 

し
め
た
の
は
、
諭
吉
の
.こ
の
気
質
、
こ
の
精
神
に
尨
る
と
し
か
思
わ
れ
な
い…

」 

(

海
音
寺
潮
五
郎「

武
士
気
質」

(3
)

〔

37

年
10

月
0

日
朝
日
新
聞
所
載『

日
本
再
発
見』 

48

。〕)

海
音
寺
氏
の
所
説
を
確
認
す
べ
く
福
沢
の
言
説
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
. 

し
.よ
う
。
彼
は
其
の
説
に
云
う
。
： 

•
「
…

勝
氏
ば
予
め
必
敗
を
期
し
、

其
米
だ
実
際
に
敗
れ
ざ
る
に
先
ん
じ
て
自 

か
ら
自
家
の
大
権
を
投
棄
-L

、
只
管
平
和
を
買
は
ん
と
て
勉
め
’

た
る
者
な
れ
ば
、
 

兵
乱
の
為
め
に
人
を
殺
し
財
を
散
ず
る
の
禍
を
ば
軽
く
し
た
り
と
雖
も
、，
立
国 

の
要
素
た
る
瘠
我
慢
の
士
風
を
傷
ふ
た
る
の
責
は
免
る
可
ら
ず
。
殺
人
散
財
は

る
は
、
唯
そ
办
時
の
兵
祸
を
恐
れ
て
人
民
を
塗
炭
に
救
は
ん
が
為
め
の
み
な
れ 

ど
も
，
*:

来
立
国
の
要
は
瘠
我
慢
の
_:
.
.義
：に
在
り
、
況
ん
や
今
後
敵
国
外
患
の 

変
な
き
を
期
す
可
ら
.

ざ
'

る
に
'

於
.

て
を
や
。
斯
る
大
切
の
場
合
に
臨
ん
で
は
兵
禍 

は
恐
る
x

r

足
ら
ず
、
天
下
後
世
国
を
立
て
\

外
に
交
.

は
ら
ん
と
す
る
者
は
、
 

努
々
吾
維
新
の
挙
動
を
学
ん
で
権
道
に
就
く
可
ら
ず

…
…

,-
:

(

福
沢
論
吉「

辟
我 

慢
の
.

説」
〔

同
選
集
第
七
巻
。〕 )

こ
れ
に
.

ょ
つ
て
福
沢
の
維
新
に
か
'ん
す
る
評
価 

の
—*

面
を
み
?)
.

な
ら
ば
、.
日
本
近
代
の
大
思
想
家
に
あ
？
て
も
ブ
ル
ジ
ュ
ァ
革 

命
に
対
す
る
批
判
の
試
み
が
フ
.東
洋
思
想
の
影
響
の
も
と
に
前
近
代
性
の
擁
輯 

に
お
い
て
自
己
を
貫
徹
し
、；「『

近
代』

の
思
想」

の
弱
い
環
を
露
呈
し
て
い
た 

.

事
実
が
指
摘
さ
れ
ぅ
る
。

「

近
代
の
立
場」

が
批
判
さ
れ
ぅ
る
彼
の
島
も
か
か
.
 

.

る
地
点
を
措
い
て
他
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

〔

付
記〕

本
稿
は
原
来
が
書
評
の
様
式
で
書
か
れ
た
後
に
、
編
集
の
都
合
か
ら
這 

様
の
研
究
ノ
ー
ト
に
書
き
あ
ら
た
め
た
者
で
あ
る
。
異
常
に
遅
筆
な
筆
者
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
枚
数
の
不
足
は
に
わ
か
に
補
い
難
く
展
開
を
後
日
に
譲
り
度

% 
0
 IV

守

田

志

'
郎

著
.

.

『

地

主

経

済

と

地

方

資

本

』

.

(

+

M

島
敏
雄
監
修
.

近
代
土
地
制
度
史
研
究
叢
書
.

第
六
巻)

.

高

山

隆

.

三
：

日
本
資
本
主
義
の
生
成
と
展
開
に
お
い
て
、
そ
の
過
程
を
規
定
し
、
特
徴
づ 

け
，
農
地
改
革
に
よ
っ
て
解
体
を
遂
げ
る
地
主
的
土
地
所
有
の
性
格
と
機
能
•，
 

形
態
は
、.
生
産
力
水
準
•

生
産
力
構
造
に
規
定
さ
れ
、
段
階
的
，
地
帯
的
差
を
：
 

も
つ
。
本
書
は
、
.

日
本
農
業
の
地
帯
構
成
に
お
い
て
_「

ー
極」

を
な
す
、

「

東 

北
新
潟
の
千
町
歩
地
主
地
地
帯」

の
中
、
新
潟
を
分
析
対
象
に
据
え
、
北
蒲
原 

郡
'

.

中
蒲
原
郡
で
千
町
歩
1

家)

、''
:
'
'
'五
百
町
歩
.

?

家
>

、
三
十
町
歩
.

<

M

家)

を
所
有
し
_

て
い
た
各
地
主
の
史
料
に
.

拠
っ
て
、
千
町
歩
地
主
地
地
帯
の
地
主
制 

の
展
開
と
そ
れ
が
内
包
す
る
矛
盾
、.
そ
し
て
地
主
の
性
格
を
、
諸
資
本
と
の
関 

連
の
仕
方
力
ら
解
明
を
試
み
た
も
の
と
.

い
え
よ
ぅ
。
，守
田
氏
は
そ
の
課
題
■を
土 

地
所
有
者
'.

小
作
米
販
売
者
、
貨
幣
蓄
積
者
で
あ
る
地
主
の
諸
経
済
機
能
の
、

'

 

日
本
資
本
主
義
発
展
過
裎
に
お
け
る
働
き
方
•
地
方
経
済
と
の
関
連
の
仕
方
を 

詳
細
に
分
析
す
る
こ
.と
に
よ
タ
て
明
ら
か
に
し

よ

ぅ

と

さ

.れ
た
の
で
あ
り
.、
.
そ

書

評

.
 

-

の
こ
と
は
、.
従

来

の「

地
主
銀
行」

•「

商
人
地
主」

概
念
を
再
検
討
す
る
こ
と
-
 

で
あ
つ 

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
，
銀
行
資
本
、
商
業
資
本
の
独
自
性
が
明
確
に
把
握 

さ
れ
る
こ

と

とな
り
、
地
主
の
本
質
規
定
も
亦
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ

と

とな 

る
。
す
な
わ
ち
地
主
経
済
機
能
の
諸
側
面
、
.諸
過
程
の
分
析
に
本
書
の
特
質
を 

み
る
こ
'

と
が
で
き
る
と
：い
え
よ
ぅ
。

そ
こ
で
、
本
書
の
篇
別
構
成
を
示
し
、
各
章
の
内
容
を
迎
り
な
が
ら
、
本
書 

の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

先
ず
本
書
の
篇
別
構
成
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

• 

V
 

第
一
章
千
町
歩
地
主
め
成
立
と
展
開 

第

一

節

：地
主
的
土
地
所
有
の
地
域
性 

第二節千町歩地主

I

家

の

成

長

過

程

.

:

.

第
三
節
千
町
歩
地
主
I

家
'の
大
成 

..

第

二

章

地

方

銀

行

と

地

主

制
.

第
一
節
国
立
銀
行
の
性
格 

第
ニ
節
第
四
銀
行
の
成
長
：と
地
主
制 

:

第
三
節
'
銀
行
系
列
と
諸
銀
行 

第
四
節
べ
銀
行
と
商
業
圏
:

”

第

三

章

地

主

の

企

業

投

資

し

：

第
一
節
地
方
企
業
の
様
相
.

,

第
二
節
銀
行
お
よ
び
企
業
投
資
の
様
相
.

第

三

節
.

地
主
の
投
資

：
ゾ
 

:

第

四
節
：
地
主
投
資
と
地
方
資
本 

第

璧

早

来

商

人

と

地

主

ハ

：

七

五

(

八
六
彐)



:
r
:

第

I

節
■
地
主
の
米
販
売
傾
向
ハ
.

:'

第

ニ

節
.'
.

地
主
め
売
り
方
商
人
：の
買
い
方
：

''
.

'

:

:

'

へ
'

.

.

第
三
節
'

:

米
商
人
'

:

:
.

'

■

:

:

.

■

第
四
節
，
，地
主
.

と
米
商
.

.

'

、

.

,

.

第
五
章
資
本
主
義
の
発
展
と
地
主
制
:'

'

第
一
節
，
地
主
制
と
地
方
企
業
.:
ぃ 

ハ
.

第
二
節
.

V

地
主
制
成
長
：の
矛
盾
.

：

:

:

:

:

:

.

第
三
節
資
本
主
義
と
地
主
制
.
：

■

-

.

:

'

ニ
'
:

.

す
で
に
守
甶
氏
は
、
新
潟
蒲
原
平
野
に
お
け
'？
.

、，
明
治
，期
の
、.
在

村

中

.小

他 

主
の
.

没
落
と
千
町
歩
地
主
の
成
立
過
程
の
解
明
を
、
：击
島
敏
雄
氏
と
の
.共
著 

.「

日
本
證
制
史
論」

.
“(

一
九
五
八
年)

に
お
い
て
果
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
つ 

た
。.
本
書
は
そ
の
研
究
の
発
展
線
上
.

で
、
.千
町
歩
地
主
地
地
帯
の
地
主
制
の
矛 

盾
の
成
長
と
地
主
の
性
格
め
分
析
を
試
み
た
の
：で
あ
る
"

そ
の
場
合
、
守
田
氏 

め
兹
本
的
分
析
視
角
は
、
地
主=

土
地
所
有
者
と
小
作
歡
か
構
造
的
矛
盾
を
基 

本
的
矛
盾
に
、
そ
し
て
地
主
の
^

罾
ぬ
_

機
齡
中
、
土
地
所
有
=
高
率
現
物
小 

f-

和
収
取
機
能
を
.

本
質
機
能
に
据
え
る
こ
と
に
あ
*

る
と
.

い
え
ょ
ぅ
。
そ
れ
ゆ
え 

地
主
制
内
部
の
矛
盾
が
、
千
町
歩
地
主
.地
地
帯
に
お
け
る
地
主
制
の
生
成
.
0 

開
に
啦
い
て
、
.い
か
な
る
内
容
を
以
て
進
展
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が 

第
一
の
課
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(

第
一
章
、
千
町
渉
地
主
の
成
立
と
展
開)

千 

町
歩
地
主
她
地
带
に
お
け
る
明
治
期
以
降
の
地
主
制
の
構
造
的
矛
盾
は
、
生
産 

諸
力
の
発
展
に
よ
る
稲
作
の
商
品
生
産
農
業
へ
の
推
転
、
小
作
人
の
’販
売
余
剰

七

六
.(

八
六
四)

の
—-

般

的

成

立
.̂

基
礎
と
.

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ

Q

生
産
力
の
成
長 

ガ
近
代
.

的
諸
契
機
.

に
碁
つ
'

く
も
の
.
.で
あ
る
こ
と
.の
ぅ
ち
に
守
田
氏
は
矛
昏
の
成 

長
を
み
い
尤
す
。；す
な
わ
ち「

外
来
の
治
山
•

.

治
水
の
技
術
、
そ
れ
も
都
市
の 

水
害
予
防
に
主
眼
を
：おX

河
川
改
修
か
ら
農
業
水
利
を
も
考
慮
に
入
れ
て
の
治 

水
エ
事
に
、
ま
た
水
稲
の
品
種
比
較
考
照
試
験
に
基
づ
く
淘
汰
方
式
の
ニ
〇
年 

代
に
.

は
じ
ま
っ
，て
青
種
試
験
に
基
づ
く
科
学
的
農
業
の
段
階
へ
、
と
い
っ
た
#

 

国
と
.

の
.

交
流
に
基
づ
く
侧
面
と
、
過
燐
酸
に
は
じ
ま
る
肥
料
農
薬
の
輸
入
製
造 

と
い
っ
.

た
化
学
産
寒
の
生
成
.̂

よ
.

る
侧
面
と
を
内
容
と
し
て
い
る
。
依
然
と
し 

て

在

来

農

法

が

：基

軸

で

，
あ

.

る
七
は
い
え
、
資
本
主
義
的
な
諸
要
素
の
み
が
も
た 

ら
す
こ
■

と
の
で
き
た
；生
産
力
冰
準
。
そ
れ
の
み
が
可
能
：と
し
た
地
主
経
済
の
発 

展
で
あ：

る
.

が
、.
.

そ
れ
，が
近
代
的
な
諸
契
機
に
甚
づ
い
て
い
る
だ
け
に
そ
の
成
長 

が
同
時
に
矛
盾
の
：成
長
を
.
.意
味
し
て
い
.

る
。」

(

ニ
九
ニ
貝)

：
か
か
る
契
機
を
以 

て
発
展
す
る
生
産
諸
力
は
地
主
経
済
機
構
を
.

い
か
、に
動
揺
さ
せ
て
い
っ
た
の
で 

あ
ろ
ぅ
か
。
そ
の
契
機
は
輸
出
米
検
査
、生
産
米
検
著
の
実
施
に
求
め
ら
れ
る
。
 

(

第
一
章
第
三
節
'

ニ
.

.

小
作
米
販
売
^

検
査
制
度)

米
の
商
品
化
の
地
租
改 

正
以
降
.

の
新
た
■

な
発
展
、
消
費
市
場
の
拡
大
は
米
の
品
質
的
差
異
を
価
格
差
と 

し
て
現
象
ざ
.
'サ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
地
主
を
し
て
、：
小
作
米
の
品
質
改
良
に
お
も 

む
.

か
せ
る
。
小
作
米
品
評
会
は
ま
さ
に
小
作
米
販
売
価
格
を
有
利
と
す
る
た
め 

に
と
ら
れ
.た
一
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
品
質
改
良•

仗
量
増
大
を
意
図
す
る 

.

い
わ
.

ゆ
一
る

「

地

主

的

農

政

K

が
明
治
三
0

年
代
、
地
主
制
の
確
立
期
に
官
僚
機 

構
と
の
結

合

に.お
.

い
て
推
進
さ
れ
：る
の
で
あ
る
。
総
じ

て「

地
主
が
要
求
す
る 

改
良
は
す
べ
か
ら
く
小
作
に
と
：っ
て
は
新
し
い
.

負
担
で
.

あ
る
。」

(

五
.

七
頁)

生
産 

諸
力
の
上
昇
.

.

•米

販

売

，余

剩

の

互

常

的

発

生

.、

そ

し

て

賃
^

働
出
稼

に

ょ

る

貨

h淡

幣
経
済
の
一
層
の
滲
透
は
ノ
小
作
農
民
を
し
て
、
自
己
販
売
米
を
良
質
に
し
、
 

小
作
米
は「

粗
惡
米
を
だ
し
粃
や
砕
米
を
混
じ
る」

‘(

五
三
頁)

•

傾
向
を
示
し
、
 

地
主
の
米
販
売
者
と
し
.

て
の
地
位
令
窮
地
に
追
い
込
.む
の
で
あ
る
。
小
作
米
品
'
.

 

評
会
に
よ
る
褒
賞
手
段
な
し
.

に
.
'は

小

作

は

.良

い

米

は

出
さ
な
く
な
っ
'た
の
で
あ 

■
る
。明

治
四
一
年
四
月
に
新
潟
県
輸
出
米
検
査
規
則
が
施
行
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は 

直
接
生
産
者
で
あ
る
小
作
人
を
：必
ず
し
も
規
制
す
る
も
：の
で
は
な
い
。
地
主
に 

と
っ
て
は
検
査
に
た
え
う
る
商
品
と
し
て
の
米
を
作
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。

「

乾

燥
•

調

製

，
俵

装

等

、

.

よ
り
多
く
の
手
間
を
か
け
て
検
査
等
級
が
，一
 

つ
上
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
で
高
く
売
れ
た
差
額
ば
誰
の
も
の
に
な
る
.か
。
そ 

の
差
額
は
い
く
ら
か
。
小
作
は
そ
れ
で
地
主
が一

俵
に
つ
.い
て
何
銭
何
厘
も
う 

か
る
か
を
計
算
す
る
こ
と
が
.

で
き
る
。
そ
の
メ
ヵ
ー
ー
ズ
ム
に
鋭
敏
に
な
っ
て
、， 

る
の
は
、

自
分
自
身
が
収
穫
米
を
商
人
に
売
る
経
験
の
増
大
に
よ
っ
て
で
あ 

る
。」

(

六
〇
頁)

こ
こ
.

に
奨
励
金
.

奨
励
米
.

補
助
金
の
要
求
、
或
は
そ
の
増
額 

の
要
求
よ
り
小
作
争
讓
が
自
然
発
生
的
に
惹
起
し
て
く
る
。

一
方
地
主
は
、
法 

の
力
に
よ
っ
て
生
産
米
検
整
を
実
施
し
、

「

自
ら
の
体
内
に
あ
る
封
建
的
体
制
：
.
 

と
、
蔵
米
販
売
者
と
し
て
の
近
代
化
へ
.の
外
か
ら
の
要
請
と
の
矛
盾
を
'克
服
|_
,
 

(

六
四
頁)

し
よ
う
と
ず
る
が
、
そ
の
実
施
が
地
主
H

小
作
人
の
対
立
を
一
罾
激
.
 

化
し
て
ゆ
き
、
や
が
て
は
本
格
的
農
民
運
動
を
成
長
さ

：

せ
て
い
っ
た
の
，で
あ
る
。

‘ 

三

■ 

• 

• 

.
 

-

地
主
制
の
生
成
と
展
開
、
地
主
制
内
部
の
矛
盾
の
深
化
過

程

が

：、

地

主

の

蓄

， 

‘積
貨
幣
の
機
能
V

支
出
形
態
に
い
か
な
る
作
用
を
及
•

ほ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

.

書

.

評

そ
れ
が
第
二
章
•

第
三
章
の
窮
極
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
地
主
王
国
の
新
潟
に 

お
い
て
'

、
最
初
に
成
立
す
る
銀
行
は
第
四
国
立
銀
行
で
あ
っ
た
。
明
治
六
年
、
 

市
島
'

.

白
勢
•

田
巻
な
、ど
数
百
町
歩
か
ら
千
町
歩
を
越
え
る
巨
大
地
主
が
ぞ
の 

支
柱
と
な
0

た
の
，で
あ
る
。
新
潟
に
国
立
銀
行
を
■設
立
す
る
必
要
性
は
維
新
政 

府
の
政
策
，
す
な
わ
ち「

物
納
か
ら
金
納
.

へ
の
t

e

換
を
も
た
ら
し
た
地
租
改
IH 

は
、
租
税
預
り
機
能
と
.

ど
も
に
、
貨
幣
循
環
の
新
た
.な
仕
組
み
べ
の
円
滑
な
転 

回
の
軸
と
し
，て
の
役
割
を
銀
行
に
期
待
す
る」

(

八
四〜

五
頁)

政
策
に
あ
っ
た 

も
の
と
守
田
氏
は
い
う
。
そ
し
て「

地
主
銀
行」

と
い
う
こ
と
ば
が
不
用
意
に
用 

い
ら
れ
.

る
の
は
危
険
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は「

設
立
の
動
機
や
主
体 

と
な
る
資
本
の
性
格
な
ど
に
.

よ
っ
て
当
初
の
国
立
銀
行
'

を
K

分
し
て
み
る
こ
と 

は
、
固
.

立
銀
行
.

の
性
質
を
確
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
だ
か
ら 

と
い
'づ
て
こ
れ
で
国
立
銀
行
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
充
分
だ
と
い
う
わ 

け
に
は
い
か
な
い
。
何
か
の
資
本
が
国
立
銀
行
を
創
る
資
本
に
転
化
し
た
場
合 

そ
う
し
て
生
ま
れ
た
国
立
銀
行
が
、
継
承
し
た
資
本
の
.も
と
の
性
格
や
機
能
を 

継
承
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
ど
の
程
度
.に
継
承
す
る
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
り 

な
が
ら
一
概
に
解
釈
し
切
れ
な
い
多
様
性
を
も
っ
•

て
い
る
。」

(

九
〇
頁)

明
治
一
一 

〇
年
代
前
半
ま
で
、
第
四
国
立
銀
行
の
.

主
た
る
機
能
は
官
金
取
扱
い
に
あ
り
、
 

預
金
に
対
し
て
貸
付
金
が
少
な
く
金
融
機
関
と
し
て
の
活
動
力
は
弱
か
っ
た
の 

で
あ
る
。(

第
一一

章
第
二
節)

し
か
し
第
四
銀
行
は
国
立
で
は
な
く
、
名
実
と 

も
：.に
新
潟
県
に
お
け
る
中
央
銀
行
.

と
'

な
っ
て
ゆ
く
。
.
そ
の
基
本
条
件
は
第
一
に 

「

明
治
の
前
中
期
、

局
地
的
小
商
業
圏
の
，.崩
壊
を
も
た
ら
す
商
業
資
本
の
集
中 

化
。
す
な
わ
ち
、
新
潟
市
の
商
業
都
市
と
し
て
の
完
成
。」

第

二

に「

石
油
産
業 

お
よ
び
.

こ
.

れ
を
中
心
.

と
し
て
展
開
す
る
諸
產
業
.

の
資
本
集
中
。
鉄
道
資
本
の
激
，

'

七

七

(

八
六
五)



し
：い
成
長」

(

一
一
〇
頁)

で
あ
0

'

た
。
そ
し
で
.こ
の
時
期
よ
り
お
い
お
い
地
主 

が
銀
行
投
資
を
は
じ
め
土
地
べ
0

投
資
が
：ら
銀
行
へ
の
.投
資
に
本
格
的
に
転
換 

し
て
ゆ
く
の
は
大
正
.

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。：
こ
の
こ
と
か
ら
守
田
氏
は
、
第 

四
国
立
銀
行
を「

地
主
銀
行」

：
と
規
定
し
な
い
.

の
で
あ
み
。
す
な
わ
ち
第
四
国 

立
銀
行
の
.

出
資
の
支
柱
が
千
町
歩
大
地
主
層
で
あ
っ
て
も
、：
そ
の
機
能
の
仕
方 

は
.

、
地
主
.の
耕
地
集
中
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
ら
た
と
は
云
い
難
い
か
ら
で
あ 

る
0

一
 

度

；'
銀
行
資
本
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、.
そ
の
出
資
者
の
い
か
ん
に
拘
'̂

ず
* 

銀
行
資
本
と
し
て
の
.

独
自
の
運
動
法
則
を
展
開
す
る
。
だ

が
ら「

も
し
%•
、
耕 

地
集
中
を
目
的
と
し
た
り
、
間
接
的
.に
地
主
の
耕
地
集
中
を
助
け
る
こ
と
を
目 

的
.

と
す
る
よ
う
な
資
本
が
あ
る
と
し
た
ら
、
た
：ど
え
銀
行
め
名
を
冠
し
て
.い
て 

も
、
そ
れ
は
銀
行
で
は
な
く
質
屋
や
高
利
貸
で
あ
る
。*-(

ニ
七
四
頁)

こ
'れ
ら 

質
屋」

高
利
貸
は
、
明
治
一
〇
年
代
、一

ー
〇
年
代
に
看
板
を
ぬ
り
.

か
.
え

て

銀

行

と 

な
っ
た
も
の
も
数
多
く
、
，地
主
的
利
益
の
追
求
に
役
立
つ
.

の
で
あ
る
が
、

「

そ 

こ
か
ら
脱
却
し
え
な
か
っ
た
も
の
は
三
〇
年
代
以
降
の
十
数
年
の
う
ち
に
た
ち 

ま
ち
に
し
て
姿
を
：消
し
て
ゆ
き
，」

(

一
一
七
六
頁

)

小
さ
い
な
り
に
も「

地
租
改 

正
が
残
し
た
結
果
に
う
ら
づ
け
ら
れ
て
"

消
費
物
資
：と
生
産
資
材
の
流
通
形
態 

に
新
た
な
方
向
を
成
く
打
ち
出
し
、」

.「

耕
地
集
中
の
流
れ
の
中
か
ら」
ス
ー
四 

〇
頁)

片
足
を
引
き
抜
い
て
ゆ
く
二
流
三
流
銀
行
が
上
位
•

銀
行
と
従
属
的
だ
が
.
 

取
引
関
係
を
も
っ
て
銀
行
取
引
組
織
の
，一
端

と
な
っ
て
残
る
の
で
あ
る
。
他
方 

農
民
へ
の
金
融
も
、
信
用
組
合
、
農
.

H

銀
行
、
そ
の
他
銀
行
の
発
展
の
中
で
、
 

高
利
貸
的
貸
付
に
制
'

約
を
加
え
、
.耕
地
集
中
の
進
行
に
逆
の
作
用
を
果
し
て
ゆ 

く
の
で
あ
る
。
商
品
生
産
の
展
開
、
諸
工
業
の
発
展
の
中
で
、
銀
行
が
銀
行
資 

本
と
し
て
独
自
的
運
動
を
行
な
う
条
件
、
し
た
が
っ
て
、
地
主
の
金
融
機
能
と

•

.

七
.

八

(

八
六
六)

の
本
質
的
差
異
が
明
確
と
な
る
条
ヰ
、
す
な
わ
ち
両
者
の
分
立
が
促
進
さ
れ

る 

条
件
は
、

「

銀
行
が
そ
の
成
長
，とA

T

も
に
近
代
化
し
：、

地
主
が
そ
の
成
長
に
よ 

つ
て
封
建
性
か
ら
ぬ
げ
出
る
-

こ
と
が
セ
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。」

(

一
一
七
七
頁

)

 

地
主
の
蓄
積
貨
幣
は
明
治
1

}

ー
〇
年
代
以
降
、
銀
行
に
投
資
さ
れ
て
い
く
が
、
そ 

:
れ
は
地
主
と
し
て
近
代
化
す
る
も
の
で
.

は
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
は
企
業
投 

資
の
場
合
に
就
い
.

て
も
い
え
る
'

の
で
あ
る
。

千

町

：炎

地

主

は

日

銀

：

勧

銀

..
:

郵
船
.-

日
本
鉄
道
な
ど
'の
有
価
証
券
投
資
を 

俘
な
っ
て
い
る
>

'

千
町
歩
地
主
I

家
で
は
、
明
治
四
〇
年
以
降
有
価
証
券
所
有 

の
範
囲
を
ひ
ろ
げ
、.
大
疋
六
年
以
降
急
速
に
増
大
し
て
ゆ
く
。.
ほ
ぼ
地
主
と
し 

て
：の
成
長
の
と
ど
ま
つ
た
時
期
か
ら
有
価
11
£

,

券
.の
所
有
量
が
急
増
す
る
の
で
あ 

る
。.

こ
の
転
換
は
何
に
よ
っ
.

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。.
そ
れ
は
、
 

「

耕
地
集
中
は
投
資
限
界
と
し
て
の
一
、
：
三
〇
〇
町
歩
に
と
ど
め
て
他
に
有
効 

な
投
資
を
す
る
と
考
え
る
こ
.

と
も
で
き
る
'

し

、
耕
地
の
売
り
も
の
が
な
く
な
り 

あ
る
い
は
売
買
価
格
が
騰
貴
し
た
た
め
に
投
罾
先
を
他
に
求
め
る
と
解
釈
す
る 

こ
と
も
ゆ
る
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
単
純
な
解
釈
は
、
諶
礎
条
件
'の
構
成
の
複 

雑
さ
の
把
握
に
よ
.

つ
て
は
じ
め
て
、自
信
を
も
つ
て
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」 

(

一
八
六
頁)

そ
の
基
礎
条
件
と
は
地
主
制
度
の
内
在
的
矛
盾
の
深
化
に
他
な
ら 

な
い
。

す
な
わ
ち
守
田
氏
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「

地
主
が
明
治
後
期
以 

降
株
式
投
資
.

を
急
速
に
ま
し
て
い
く
の
は
、
地
主
制
度
の
矛
盾
が
地
主
的
経
済 

.

を
そ
の
農
民
的
収
奪
の
メ
カ
.
.ニ
；ス
ム
.

を
.

か
え
る
こ
と
..な
く
成
長
さ
せ
る
こ
と
を 

困
難
に
す
る
ほ
ど
成
長
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
そ 

れ
で
い
な
が
ら
、
そ
の
地
主
の
も
つ
内
包
的
な
矛
盾
は
、
彼
等
を
思
想
的
に
も 

ま
た
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
上
で
も
自
b

企
業
の
経
営
者
と
し
て
、

つ
ま
り産

業
ブ
ル
ジ
3

ア
ジ
I

に
齒
身
す
る
こ
と
を
許
さ
な
く
し
て
い
る
,
,

j
:

と
に
ょ
っ
て
.
 

規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
何
故
，か
。
地
主
制
度
が
■全
く
に
も
封
建
的
で
あ
る 

こ
と
。
そ
の
全
く
の
封
建
的
地
主
制
、
こ
れ
ま
た
全
く
の
水
田
単
作
地
帯
の
さ 

な
か
で
磐
石
に
そ
そ
り
立
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
ぅ
こ
と
。
こ
こ
に
：由 

来
し
て
い
る
。」

(

一
九
七
頁)

.

.

1

ベ

四
:
'

地
主
の
金
融
機
能
に
対
す
る
銀
行
資
本
の
確
立
は
同
時
.

に
、
商
人
...地
主
の 

商

業

機

能

を

.
独

自

的

に

分

立

さ
せ
て
ゆ

く

過

程

で

あ

，っ

た
。
.
徳
'I
I

S

に
お
い
.て 

商
人
地
主
と
し
て
耕
地
集
中
を
進
め
て
き
た
も
の
が
、
.明
治
期
に
お
け
る
商
品 

流
通
の
国
民
的
な
規
模
で
の
急
展
開
の
中
で
、.
商
業
資
本
を
商
業
資
本
と
し
て 

広
範
に
分
立
さ
せ
て
ゆ
く
。

「

明
治
期
で
み
て
く
る
と
、
，
そ
の
商
人
的
な
機
能
.
 

は
耕
地
集
中
の
手
段
と
し
て
の
高
利
貸
質
屋
機
能
に
限
ら
れ

つ

つ

そ

の
集
中
度 

合
を
増
し
て
く
る
も
の
と
、
廻
船
問
屋
.

か
ら
卸
売•

醸
造
販
売
に
い
.た
る
各
種 

の
商
業
機
能
に
主
た
る
ょ
り
ど
こ
ろ
を
示
b

な
が
ら
耕
地
集
中
は
一
向
に
展
開
.
 

し
な
い
も
か
と
一
一
つ
の
道
を
た
ど
る
も
の
が
出
て
く
る
。
い
づ
れ
が
ど
の
遣
を 

た
ど
る
か
.

に
つ
い
て
法
則
性
は
つ
か
め
な
い
。
新
潟
県
：の
_

例

で

は

、
.
新

潟

市
 

に
住
む
商
人
地
主
は
商
業
機
能
に
そ
の
重
点
を
.

お
き
、.
蒲

原

平

野

に

，あ

る

商

ん

.
 

地

主.
が
耕
地
集
中
度
を
高
め
て
い
く
1:
°

.(
1

一
九
四
頁

)

 

'

こ
.

の
様
な
分
立
化
は
、: 

.

米
の
流
通
を
担
ぅ
米
商
に
お
い
て
も
検
証
さ
れ
る
。，
地
主
と
米
商
が
不
離
の
関 

係
、
同
体
で
•

あ
る
事
実
は
明
治
中
期
以
降
で
は
：確
証
さ
れ
な
い
と
守
田
氏
は
述 

ベ
て
い
る
。
一
米
商
機
能
が
分
立
す
る
こ
と
は
、
米
商
と
地
主
の
間
の
矛
暂
を
^

 

大
す
る
こ
と
で
あ
る
。
米
商
は
市
場
の
拡
大
、
流
通
機
構
の
変
貌
過
程
で
前
期 

書
‘
 

' 

評

.
 

.

■

性
を
残
し
な
が
ら
も
変
身
し
て
.

い
く
も
の
と
し
て
把
撞
さ
れ
て
い
る
。(

第
四 

章)

米
商
は
、
米
売
手
形
の
流
れ
と
.

市
況
、I,
地
主
倉
庫
に
あ
る
現
物
と
を
総
括 

的
に
判
断
し
て
有
利
な
販
売
条
件
を
獲
得
し
て
ゆ
き
、
地
主
の
投
機
的
利
益
追
.
 

，
求
を
不
利
に
し
て
ゆ
く
こ
と
を
',

地
主
F

家
、
M

家
の
小
作
米
販
売
の
詳
細
な 

.分
析
力
ら
実
証
さ
れ
ょ
ぅ
と
し
た
の
で
あ
る
。
、(

第
四
章
第
四
節)

■

さ
て
守
田
氏
は
以
上
の
如
く
千
町
歩
地
主
地
地
帯
の
地
主
の
成
長
と
諸
機
能 

の
変
化
を
資
本
主
義
発
展
と
の
関
連
に
お
.

い
て
把
握
す
る
が
、
そ
の
総
括
は
次 

の
如
く
で
.

あ
る
。
第
ー
に
地
主
制
は
琳
な
る
遺
制
で
は
な
く
明
治
期
に
入
っ
て 

支
配
的
ゥ
タ
ラ
ー
ド
と
な
り
一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と「

産
業
資
本
が
軍
辦
産 

.

業
と
し
て
め
自
信
あ
る
.

地
歩
を
固
め
、
国
会
で
は
地
主
が
地
租
増
徴
問
題
で
つ 

ま
づ
い
て
こ
.

れ
ま
で
の
長
い
反
抗
を
捨
て
、
官
僚
機
構
に
結
び
つ
く
こ
上
に
ょ 

っ
て
そ
の
地
位
を
守
る
姿
勢
に
転
じ
た
と
き
、
経
済
的
に
も
地
主
制
度
は
完
全 

に
従
属
的
ゥ
ク
ラ
ー
ド
へ
と
身
を
転
じ
る
。」

(

ニ
九
ニ〜

三
頁)

第
二
、に

r

農 

村
内
部
で
は
農
民
反
抗
の
本
格
化
が
明
ら
か
と
な
り
、
農
業
外
部
で
は
銀
行

•

 

商
業
と
の
：
' 

へ
だ
：た

り
は(

そ
れ
が
地
主
の
投
資
先
で
あ
り
従
来
の
同
質
者
で
あ
り 

な
が
ら)

.'

妨
げ
難
く
進
行
し
、

地
方
産
業
は
地
主
経
済
と
は
無
縁
に
成
長
す

. 

る
。」

「

地
主
制
ば
遂
に
自
ら
資
本
範
疇
.

を
形
成
す
る
こ
と
.

を
え
ず
、
し
た
が
っ 

■

て
資
本
と
し
て
'

の
運
動
法
則
を
附
与
さ
れ
る
こ
と
：な
く
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
崩 

壊
の
必
然
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
厳
密
に
は
♦

ち
^'
*'
と
い
ぅ 

概
念
は
、
長
い
地
主
制
の
歴
史
の
全
過
程
の
分
析
を
以
っ
て
し
て
も
求
め
る
こ 

と
は
で
き
な
い
と
い
ぅ
こ
と
が
、
£

の
さ
い
重
要
で
あ
る
。」

(

一
一
九
八.
頁)

.

■

五
.

:.
:

• 

- 

.

.

. 

七

九

(

八
六
七)



.

以
上
の
如
く
本
書
は
千
町
承
地
至
地
地
带
に
'

お
け
？)
地

主

制

の

へ

生

成

と

展

； 

0
,
地
方
銀
行
と
地
主
制
、.
：地
主
の
企
業
投
資
"

地
主
と
米
商
の
関
係
の
分
析
'
,
 

'を
通
じ
て「

地
主
経
済
CD

:
.
性

格

ど

そ

：の

変

化

め

追

求

」

、
を̂
^

.

た

も

：
の
：；
で

あ

ネ
 

そ
の
敲
題
は
豊
富
な
実
証
を
以
っ
て
ゑ
さ
れ
て
い
る
も
0

'

と
い
^

ょ
う
>

、吣
：去
：
 

制
内
部
の
茨
盾
、';
'
.土
地
所
有
と
生
産
諸
カ
と
.

の
'

構
造
的
矛
盾
は
、
い
資
本
制
生
産
：
 

展
開
•

確
立
過
程
.

に

お

げ

る

つ

地

主

諸

機

能

0

社

處

分

化
1

地
主
へ
0

:

純

化
.
 

に
i

o

v

激
化
し
て
f

の
：で
あ
る
。ベ
地
主
制
は
謹
に
接
触
す
る
：農
_

部 

の
諸
資
本
の「

近
代
化」

の
進
行
丨
す
な
わ
ち
銀
^

資

本

，

商

業

資

本

、
二

産

業 

資
本
が
地
主
経
済
^

t

外
し
な
が
'

ら
成
長
し
て
ゆ
く
こ
^

に

ょ

り

、
_

的

に
 

従
厲
的
ヶ
ク
ラ
ー
ド
に
転
じ
ヴ
：ま
お
1

^

に
危
機
に
陥
る
'

の
で
^

り
：
そ
れ
は
.
 

全
機
構
的
関
連
を
も
つ
■も
の
で
お
る
。：
地
主
が
銀
行
に
.

投
資
し
：、
士
た
有
価
証
：
 

券
に
投
資
す
.

る
こ
と

自
体
、
矛
盾
で
あ
る
が
、
し
か
も
そ
こ
に
貨
幣
蓄
積
者
と 

し
て
の
地
主
の
寄
生
的
性
格
、：
ー
般
的
性
格
が
形
態
：を
転
化
し
な
が
ら
貫
ぬ
か 

れ
て
い
る
こ
.

と
を
理
解
す
ベ
.
.き
で
'

あ
ろ
う
;0

賢
本
主
義
の
発
展
が
全
機
構
的
関
連
に
お
い
て
、
地
主
制
を
危
機
に
.陥
ら
せ 

て
ゆ
く
こ
と
は
、.
：銀
符
資
本
•

商
業
資
本
‘

産
業
資
本
と
地
主
.経
済
が
直
接
的 

矛
盾
関
係
を
m

-f
b

さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
で
は
な
い
で
：あ
ろ
う
。
特
に
商
業
資
本
が 

商
業
資
本
と
し
て
独
自
的
機
能
を
確
立
し
て
く
る
•

と
い
う
一
般
的
方
向
が
、
米 

商
と
い
う
、
.

零
細
直
接
生
産
者
•
半
封
建
的
地
主
上
取
引
関
係
を
も
ら
も
の
に 

ま
で
及
び
'

、
か
つ
、
そ
こ
に
深
い
矛
盾
を
直
接
的
に
.惹
き
起
し
て
ゆ
く
こ
と
に 

は
な
り
え
な
い
も
の
と
い
え
ょ
う
。
地
主
と
米
商
の
、
売
り
と
買
い
と
の
®

®!
.
 

が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
.

の
相
勉
を
.

ど
の
ょ
ぅ
.

に
理
解
す
.

る
か
は
.問
題
で
ぁ
る
と 

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
全
機
構
的
に
み
れ
ば
、
地
主
と
米
商
と
の
矛
盾
関
係
に

八
〇
：

(

八
六
八)

.

上
る
、：
地
主
：の
：「

平
均
売
り」

：'''
.
'か
ら
出
来
秋
に
.

集
中
し
て
。「

早
売
り」

'し
て
ゆ 

く

傾

向

(

そ
の
傾
向
自
体
、，
豊
凶
と
の
関
連
に
お
.

い
，
て

再

検

討

を

要

す

る

も

の

で 

あ

る

が

)

.

よ
り
重
要
な
点
：は
、：-.
.

大
]£

七
年
、
米
騷
動
以
降
に
お
け

る

販
売
機
構 

の
.

再
編
の
構
造
的
位
置
づ)

け
^

あ
'

る
-

と
い
え
よ
ぅ
。

：

.

:

.
V
,

地
主
制
の
矛
盾
の
.

全
機
構
的
把
握
に
：お
い
て
、
本
書
は
、
.
な
お
諸
矛
盾
の
位 

置
づ
け
と
分
析
.(

米

商

と

地

主

、
：
銀

行

資

本

•

の

運

動

と

地

主

投

資

、
.
産

業

資

本

の 

確
立
"

労
働
市
場
の
形
成
、
：
' 

農

H

間
不
均
等
発
展
、
農
民
層
分
解)

に
お
い
て
、
 

な
お
残
さ
れ
た
.

点
の
あ
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。ま
た
本
書
は
、
千
町
歩
地
主
地
地 

帯
の
地
主
経
済
，の
性
格
と
そ
の
致
化
：の
追
求
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
、
日
本
農 

業
の
；一' 
極
.

に
お
け
る
：運
^

法
則
の
解
明
で
'

あ
り
、
.
.そ
れ
が
：い
か
に
一
般
性
を
も 

つ
も
の
，
で

あ

る

か

は

;.
'
な

お

検

討

を

要

す

る

も

の
と
思

わ

れ

る

の

で
.

あ
る
が

、し 

か
.
し、
な
お

そ

の

特

殊

性

の

中

に

一

地

主

制

の

全

機

構

的

関

.速

と
運
動
法
則
を
示 

唆
I

:

よ
ぅ
と
す
る
点
に
，お
：い
て
本
書
は
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

:
(

お
茶
の
水
書
房
•
一
 

九
六
三
年
三
月
刊
.

A

5

 

. ニ
九
九
頁
.

九
〇
〇
円)

':『

現代帝国主義講座

』
(

全五卷

)

,

_

_

国
家
独
占
資
ポ
主
義
0'

理
論
問
題
を
め
ぐ
っ
て
I

.:
•

'飯

田

..

.裕

康

以
下
に
と
り
あ
げ
.

る
『

現
代
帝
国
主
義
講
座』
(

全
五
巻)

は
、

一
九
六
三
年

二
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
.

た

。

そ

の

：各

卷

に

，は

次

の

.

よ
う
な
別
個
の 

テー

マ
が
付
さ
れ
て
い
る
。

.

I

、
現
代
帝
国
主
義
の
理
論
と
構
造
.

n

>
現
代
帝
国
主
義
の
運
動
と
展
開

In

、
現
代
帝
国
主
義
と
社
会
主
義
.

.

IV

、
日
本
帝
国
主
義
の
構
造

V

、
現
代
帝
国
主
義
の
経
済
法
則
'

第
一
巻
に
お
.

い
て
は
、
' 
レ
I

 

二
ン
の『

帝
_

±

義
論』

の
^.

価
、
全
般
的
危 

機
論
、
国
家
视
占
資
本
主
義
論
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
第
二
巻
に
お
い
て
は
、
第 

ニ
次
大
戦
を
境
と
し
た
前
後
の
帝
国
主
義
の
展
開
過
程
、
及
び
、
E

E

C

を
中 

心
と
し
た
現
代
帝
国
主
義
の
具
体
的
様
相
が
問
題
と
さ
れ
、
第
三
巻
に
お
い
て 

-

は
.

第

|
j

次
^

戦
後
を
中
心
と
し
た
、_
主
と
し
て
国
際
政
治
0:

分
野
,̂

お
け
る
：
 

帝
国
主
義
と
社
会
主
義
と
.

の
対
抗
関
係
、
い
わ
ゆ
る
共
存
問
題
、
¥
備
縮
小
問 

題
及
び
中
ソ
論
争
が
、.
第
四
巻
に
お
い
て
ば
、
戦
後
過
程
に
お
け
る
日
本
帝
国 

.

主
義
の
姿
態
が
、
そ
め
経
済
構
造
及
び
政
治
過
程
の
問
題
等
広
範
な
視
野
か
ら 

問
題
に
'

さ
れ
る
。
第
五
巻
は
、
独
占
理
論
、
独
占
価
格
論
、
金
融
資
本
論
、
財 

政

論

、

管

理

通

貨

論

、

景

気

循

環

論

等

が

.
'
現

代

帝

国

主

義

の

内
的
論

‘里

構

造 

?

法
則)

の
把
握
と
.

い
う
観
点
.

か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
.

い
る
。
-.
.

.

/

う
え
に
も
あ
き
ら
'

か
、な
と
お
り
、
本
講
座
は「

現
代
帝
国
主
義」

'

と
や
，

K
、
'

 

問
題
そ
れ
自
体
と
：し
て
は
最
も
差
し
迫
っ
た
、
具
体
的
な
、
か
づ
実
践
的
な
意 

義
を
.

も
ち
.

な
が
ら
、
多
分
に
：あ
い
ま
い
が
、
理
論
&

未
解
決
の
分
野
を
残
し 

て
い
る
問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
な
見
に
広
範
な
内
容
を
■も

つ

に

い

■
，
こ
っ
：て
、 

る
。
し
か
し
、
本
講
座
は
、.
^

の
素
材
.

の
豊
富
さ
や
、
個
々
の
分
析
方
法
の
多 

.

:

書

評

，

.

様
さ
を
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
認
め
、：
そ
れ
ら
を
、
あ
る
一
定
の
枠
の
う
ち
に
限
.
 

定
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
な
い
，。

■-
>帝
国
主
義
と
は
死
滅
し
つ
つ
あ
る 

資
本
主
義
で
あ
る
と
。
そ
の
こ
と
が
い
わ
れ
て
か
ら
、
歴
史
は
す
で
に
半
世
紀 

を
経
た
。
し
か
し
な
が
ら
資
本
主
義
は
い
ま
だ
に
死
な
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か 

今
日
な
.

お
旺
盛
な
活
力
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
。
'

そ
、

4

は
た
し
.か
に
生
き
す
ぎ 

た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
が
生
き
す
ぎ

る
--
'

と
が
で
，き
た
の
は
な
ぜ
な
^
 

だ
.

ろ
う
か
？」

.

(「

fl
j
.行
の
こ
と
ば」

.

ょ
り
。
i
頁
。)

と
い
う
本
講
座
全
体
の
モ 

.

チ
ー
フ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
何
一
つ
定
ま
っ
た
結
論
ば
要
求
し
て
い
な
い
の
で 

あ
る
。

' 

本
講
座
が

j

つ
の
試
み
と
し
て
世
に
問
、わ
れ
た
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て 

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
.

い
。
し
た
.

が
っ
.

て
、
本
講
座
を
、
全
体
と
し
て
一
つ
O- 

体
系
的
^
-
も
の
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
危
険
な
の
で
あ
る
。：

わ
れ
わ
れ
ば
、

本
講
座
を
と
お
し
て
若
干
.

の
論
点
を
再
確
認
す
る
と
い
.う
程
度
に
止
め
て
お
か 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少

く

も
.'

体
系
的
な
、「

現
代
瓶
国
主
義
論」

は
今
後
の 

課
題
と
.

し
て
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
'

あ
る
。

(

筆
者
は
.

こ
，の
ょ
う
な
；^

場
か
ら
、
 

以
下
に
お
い
て
.

は
本
講
座
忆
所
収
の
若
モ
の
論
文
を
従
来
の
.論
点
と
の
絡
ま
り
に
お 

V

て
、
ど
，く
.
に.
国
家
独
占
資
本
主
義
論
と
.

の
連
関
.

に
お
.

い
で
.

検
討
す
s'
こ
と
に
と
ど 

め
る
。

：

r

 

\

.'
V

へ
：
_

 

.

.

. 

.

,

ノ
資
本
制
生
産
の
独
古
.

段
階
.
.へ.
の
移
行
—

^周
知
の
如
く
そ
れ
は
、.

一，九
世
紀 

後
半
の
経
済
恐
慌
を
媒
介
と
一
し
つ
.

つ
、
土
*
と
農
業
と
の
不
均
等
な
発
展
を
構 

造
的
に
定
着
さ
^

つ
.

つ
進
行
し
だ
-―

に
と
も
な
づ
て
資
本
主
義
世
界
経
済
の 

理
論
的
把
握
は
、
.そ
〃
の
移
行
と

-'

そ
れ
以
後
の
体
制
の
経
済
学
的
総
括
を
要
求
さ

八一
(

八
六
九)

.


